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私の母は 73 歳で、実家で私の姉夫婦と心身ともに元気に暮らしています。 
 母の生活動作の基本は正座で過ごす事です。法事や会合の時にご厚意で椅子

が用意されているにも関わらず椅子に正座するほどです。実家をリフォームや

建て替えする際も床生活を熱望しましたので、私の実家には椅子がありませ

ん。私に相談があった時に「椅子を置くのはすぐだから、正座ができる間はそ

のままでやってみたら。」と助言したのを記憶しています。私の言葉には、

日々繰り返される生活動作を「運動機会にしてもらう」という意図がありまし

た。 
 そんな母は、幼稚園教諭を退職後に書道の師範の資格を取得し 20 年近く地域

の方々や時には、小学生の孫の友だちを相手に無料書道教室を開いて活動して

います。趣味の「書道」を通して同世代の方々と共助して生活しており、地震

や台風の時には家族よりも先に友人の安否を確認し合っているようです。 
 母の一週間のスケジュールは姉との家事分担から始まり、平日 4 日は書道教

室と孫の送迎、週末は孫のサッカー応援などなど。食事は食欲旺盛で好き嫌い

なし。社会や人と関わり、趣味や適度な運動を行い栄養も多過ぎるぐらいの生

活が母の健康の秘訣だと息子ながら感心しています。私と親交のある 90 歳代の

現役医師の方が「人間は社会との関わり通して人としての美を保つ事こそが長

生きの秘訣。」と言われていました。その言葉は、生活の中に心身の健康を保

つ要素がありそれぞれの生活を維持する事が最も大切で人生を謳歌する手段な

のではないかと感じます。 
 私が運動指導や生活指導を行う際に母の生活スタイルを紹介しながら、新た

な取り組みを提示するのではなく、対象者の方の住環境をはじめ生活背景から

アドバイスするように心掛けています。「長続きする様に」ではなく、「長く

続けている事」を活動のきっかけにしていただけるようにしています。母の生

活を見ていると生活と作業療法の親和性の高さを感じながらまだまだ母から学

ぶ事があるなと感じています。 
今回の巻頭言の内容がこれから地域で活躍してみたいと思っておられる方や

対象者の方に生活指導を行う予定がある方の一助になればと思っております。 
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1. 日 時：令和 7 年 7 月 6 日（日） 9 時〜16 時 （受付 8 時 30 分〜） 
2. 開催方法：Web 開催（Zoom） 「ミーティング ID」「パスコード」等は、後日連絡いたします。 
3. 対 象 者：（一社）日本作業療法士協会会員 
4. テーマ及び講師： 

9:00～10:30 身体障害領域の基礎知識 
山口県済生会豊浦病院 

齊藤 隆一 先生 

10:40～12:10 急性期の作業療法 
山口県立総合医療センター 

内田 亜記 先生 

12:50～14:20 回復期の作業療法 
周南リハビリテーション病院 

御書 正宏 先生 

14:30～16:00 生活期・終末期の作業療法 
三田尻訪問看護ステーション 

古谷 正登 先生 

5. 参 加 費：中国地方県士会員 3,000 円 その他県士会員 4,000 円 非会員１5,000 円 
申し込み後、担当より支払いのご案内をメール致します。PassMarket を通じての支払 
いとなります。 

6. 申込方法：https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7 または QR コードより必要事項を記入してください。 
【注意事項】 
パスマーケットの利用にはヤフーID の取得が必須です。ヤフーＩＤを取得の上ご利用ください。 
できるかぎりヤフーID の取得をお願いします。 
ヤフーＩＤの取得ができない方は、メール（ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com）か電話（083-920-0171）
にて事務局に連絡して下さい。振込口座を連絡します。 
原則として参加費の返金はいたしません。万が一返金の必要があるときは手数料を差し引いて返金し

ます。 
7. 申込期間：令和 7 年 5 月 1 日（木）〜令和 7 年 6 月 23 日（月） 
8. 問合せ先：山口県立総合医療センター リハビリテーション部 山口 真子 

Tel：0835-22-4411 E-mail：rihabiri@ymghp.jp  
当日連絡用 TEL：050-3199-1570 

 

 

 
 

この度、現職者選択研修会（身体障害領域の作業療法）ついて研修を行うことと致しました。 
Zoom での web 研修会といたします。当日 Zoom の操作など必要となりますので、事前に準備をお願いいた

します。研修を運営するにあたり、皆様にもご協力をいただく点もありますが、多くの学びや気づきにつなが

るよう、より多くの皆様に参加いただけるようよろしくお願いいたします。 

研修会案内 
 

県士会主催の研修会案内 

「令和 7 年度 現職者選択研修  

身体障害領域の作業療法」のご案内 

申込用 QR コード 

https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7
mailto:ymgc-ot@ymgcot.onmicrosoft.com
https://forms.gle/tozrcsBpVe2aeVvt7
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令和 6 年度 学術部主催「9.事例検討 10.事例報告」 

2025 年 3 月 9 日開催 in コメディカル学院 
 

【感想】 

 

私は今回卒業後入職前という立場で研修会に参加させていただきました。学院を卒業して就職を控える今、

来月より臨床に身を置くことへの期待と不安で胸がいっぱいです。そんな中、今回の研修会に参加させていた

だき、作業療法士の先輩方の発表を聞き、臨床の場で活躍されている先輩方の姿を肌で感じることが出来まし

た。私も先輩方のように患者様に真摯に向き合い続けることで、作業療法士として成長していきたい、いかなけ

ればならないと改めて考えることの出来た貴重な時間となりました。  

就職前のこの時期に、先輩方の対象者様の想いや、臨床思考過程に触れるこのとの出来るこのような研修会

に参加する機会を得られたことを心より嬉しく思います。この度は参加させていただきありがとうございました。 

山口コメディカル学院 今年度卒業生 榎本智史 

 

精神科の作業療法士として参加させていただき、様々な領域の事例報告を通じて、多様なアプローチや視点

を学ぶことができ、とても有意義な時間となりました。 

自分の専門領域との関連性を考える中で新たな視点を得られた場になったと感じています。今後も事例検討、

事例報告会に参加し、様々な知見をいただき、より良い支援を提供できるように努めていきたいと思いました。  

                      医療法人和同会吉南病院 大嶋 純平 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修会参加 感想 
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平素より当研究会にご支援頂きまして誠にありがとうございます． 

第 1 回 維新リハビリテーション研究会を下記の通り実施致します．要項をご一読のうえ，下記 QR コ

ードより参加案内希望のご登録をお願い致します．ご登録頂きましたアドレスに当日の案内をお送り

いたします．前回の募集にてご連絡を頂いた先生は，ご登録は不要です． 
 

記 

１．日 時：2025 年 5 月 28 日（水） 18:30 から 20:00 
２．開催形式：Web（ZOOM） 
３．参 加 費：無料  
４．生涯教育：日本作業療法士会 基礎ポイント 1 ポイント 
５．内 容：整形外科 総論：「肩関節の機能解剖」  

脳血管障害 総論：「脳画像の診方」 
６．講 師： 
   椙田 芳徳：済生会下関総合病院 
          認定ハンドセラピスト 認定作業療法士 骨粗鬆症マネージャー 
   森脇 善幸：みなくるはうす下松  
          専門作業療法士（脳血管障害） 認定作業療法士  
           
６．注 意 点： 
  １．参加証明書配布のためインターネット環境下の PC で参加をお願いします． 
  ２．１名につき１つのアドレスでご登録下さい．  
  ３．病院，施設などのアドレスは避け，個人のメールアドレスをご登録ください． 
  ４．複数人での視聴は可能ですが，ポイントはご登録のアドレスの方のみとなります． 
  ５．講義中に提示したスライドなどの資料配布はありません. 
７．問い合せ先： 
  維新リハビリテーション研究会 森脇 善幸（もりわき よしゆき） 
  メールアドレス：ishin.rehabili@gmail.com 

以上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

他団体主催研修会 

第 1 回 維新リハビリテーション研究会  
開催のお知らせ 

mailto:ishin.rehabili@gmail.com
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（R7.3.6～R74.14） 
＜他県士会ニュース＞ 
秋田県 ニュース vol41 №4 
新潟県 ニュース №27 
香川県 ニュース №89 
山梨県 ニュース №117 
愛知県 ニュース №196 
広島県 会報 258 号 
北海道 ニュース №178 
東京都 ニュース№221 
茨城県 広報誌３月号 
高知県 ニュース 149 
＜冊子・パンフ等＞ 
北海道 作業療法の実践と科学 第 6 巻 
青森県 青森県作業療法研究 
 
 
 
 
（R7.3.6～R7.4.4） 
＜新規施設＞ 
（山口地区） 
医療法人 水生会 柴田病院  
〒753-0221 山口県山口市矢田北 5 丁目 11-21 
TEL:083-927-2800 FAX:083-927-5630 
（宇部小野田地区） 
社会福祉法人健仁会 短期入所生活介護フクシア 
〒757-0001 山口県山陽小野田市厚狭字埴生田

503-1   TEL:0836-71-1200   FAX:0836-71-1301 
訪問看護ステーションいきいき参宮通り  
〒755-0037  山口県宇部市西梶返 1 丁目 2-9-1  
合同会社アズユー プラスワンサンク  
〒756-0088 山口県山陽小野田市東高泊 784 
TEL:0836-52-8803 
株式会社アズユー プラスワン 
〒756-0092 山口県山陽小野田市新生 1-9-12 
TEL:050-5235-3938 
＜不在籍施設＞ 
（下関地区） 
前田内科病院 
デイサービス リライブ 
 
 
 
 

 
 
 
会費の納入をされた方には、1 年間有効の県

士会の会員証を発行いたします。 
会員証がお手元に届くまでは振込受領証を必ず

保管してください。 
会員証は、総会時にお渡しもしくは、5 月末

に郵送いたします。 
振込済みの方で会員証が届かない方は事務局

までご連絡ください。 
正会員の方へ 2025 年度の会費振込用紙をお

届けしております。各コンビニから振込みがで

きる振込用紙となっております。(郵便局では

使用不可) 
8,100 円の額面となっておりますが、年会費

8,000 円にコンビニの振込手数料 100 円を含め

ての 8,100 円ですので、郵便局からお振込の方

は指定の振込用紙に金額 8,000 円と記入し振り

込んでください。また、2024 年度会費未納の

方には合算して請求させていただいています。 
お振込みがまだの方は、早急のお支払いをお願

いします。 
・4 月末日以降にお振込みの場合は、会員証発

行に時間がかかる場合があります。会員証が届

くまでは払込受領証を必ず保管しておいてくだ

さい。 
・コンビニ用振込用紙を紛失された方は、郵便

局に振込用紙がありますので、会員氏名・ＯＴ

協会会員番号を記入し、年会費（￥8,000）を

下記まで振り込んでください。 
間違えて、8100 円の納付をされた場合は、

超過分返金いたしませんので、ご了承ください。 

 
 

 
 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局  

TEL：083-920-0171 

＊職場の異動などがある場合、振込用紙に変更

事項の記入だけでは会員データが更新されませ

ん。 
異動届の提出をお願いします（県士会のﾎｰﾑﾍﾟｰ

ｼﾞからも変更出来ます） 

 

 

 

事務局より 

 

着文書 財務より 

施設情報 

郵便局  記号番号：01590-5-11556 

加入者名：山口県作業療法士会 
ゆうちょ銀行 一五九店当座預金 0011556 
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２０２５年５月１８日(日) 山口県作業療法士会定期総会を開催いたします。 
今年度は昨年同様、対面＋オンラインのハイブリッド開催を予定しております。 
既にお手元に議案書と議決権行使書が届いていると思います。 
内容をご確認の上５月９日までに書類の提出をお願いします。 
皆が顔をあわせ、県士会の活動を直接お伝え出来る貴重な機会です。ぜひご参加ください。 
なお、令和７年度新入会員の方には入会説明等がありますので、会場にご参加いただけますようお 
声掛けをお願いします。 

   ＜日程＞ 
定期総会         10：00～11：00 （受付 9：20～9：50） 
入会説明および手続き   11：15～11：25 
県士会説明会               11：30～12：00 
新入会者交流会      12：00～12：30 
※交流会詳細につきましては、「新しい仲間との出会い！」を行う予定にしております。 

場所：山口県健康づくりセンター  (山口市吉敷下東３丁目 1-1) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２５年度定期総会のおしらせ 
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独立行政法人国立病院機構 中国四国グループ  

令和７年度作業療法士・随時募集 

 

１． 採用予定人数 ： 若干名 ※山口県内を念頭に、現在欠員のある病院への採用となります 

願書や面接にてご希望を伺います 

２． 選考試験： 

１）一次選考 ： 随時実施    書面審査にて実施します。  

結果は、本人宛に通知します。提出書類はお返しできませんのでご了承ください。 

２）二次選考 ： 随時実施    面接および筆記試験（小論文）にて実施します。  

詳細な日程と会場は一次選考の結果にあわせて通知します。  

３． 待遇等：  

○身 分 ： 独立行政法人国立病院機構 常勤職員  

○給 与 ： 独立行政法人国立病院機構職員給与規程による 

・基本給  初任給  短大 3 年・専門学校 3 年 193,500 円程度 

大学卒（4 年）          202,800 円程度   ※職務経験による調整あり 

・業績手当 （賞与 年間 4.20 月分程度） 

・住居手当 （借家は月額最 27,000 円まで支給）、通勤手当、その他諸規定に基づく手当あり 

○休日・休暇 ： 原則として 4 週 8 休（週 38 時間 45 分勤務） 、有給休暇あり、その他子の看護休暇等 

○（問合せ先）  中国四国グループ人事担当 人事係 宛  TEL：082-493-6654  FAX：082-493-6616 

〇募集要項など、詳しくはこちら ： https://chushi.hosp.go.jp/recruit/ourjob/sagyoryohoshi/ 

（募集要項）  （パンフレット） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

https://chushi.hosp.go.jp/recruit/ourjob/sagyoryohoshi/
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今年は日本の一大イベント“大阪万博”が絶賛開催中ですが、そもそもなぜ万博が開催されること 

になったのでしょうか？今回はそんな豆知識をお送りします。 
 
 

そもそも万博とは・・・・・・ 
国際博覧会条約に基づき、フランスのパリに本部を置く博覧会国際事務局（BIE）に登録された国際博覧会のこ

とです。条約では二以上の国が参加するものを国際博覧会とし、「博覧会とは、名称の如何を問わず、公衆の教育
を主たる目的とする催しであって、文明の必要とするものに応ずるために人類が利用することのできる手段又は人
類の活動の一若しくは二以上の部門において達成された進歩若しくはそれらの部門における将来の展望を示すも
のをいう」と定義されています。 
万博には「登録博覧会」と「認定博覧会」の 2 種類があります。登録博覧会とは、5 年以上の間隔をおいて開催さ

れる博覧会です。たとえば 2005 年に日本で開催された「愛・地球博」の後は、2010 年に中国で「上海博」、2015
年にはイタリアで「ミラノ博」が開催。2020 年に予定されていたドバイ万博は、新型コロナウイルス蔓延の影響で 2021
年に延期となりましたが、2025年には日本で大阪・関西万博が開催されました。 
 
 

万博のはじまりは・・・・・・・ 
1851 年にロンドンのハイドパークで開催された「第 1 回ロンドン万国博覧会」です。当時のイギリスは産業革命が進

み、農業中心の産業から工業国への転換期でした。イベント会場は鉄の柱とガラスでできた「水晶宮」という美しい建物
で、おもにイギリスが出品した機械や薬品、陶器などが展示されました。イギリスはこの万博によって、自国の工業力を世
界に知らしめることになったのです。 
日本がはじめて万博に参加したのは、1867 年の第２回パリ万博で、「徳川幕府」、現在の鹿児島県にあたる「薩

摩藩」、現在の佐賀県にあたる「鍋島藩」が参加。日本政府として初めて公式参加したのは、1873 年のウィーン万博
です。現在のようにテーマをもつようになったのは第１次世界大戦後であり、1928 年に国際博覧会条約が署名され、
国際博覧会はこの条約を基準として開催されるようになりました。 
 
 

日本で過去に行われた万博回数は 5回 
１回目・・・1970年大阪で開催された「日本万国博覧会（略称：大阪万博）」 
2回目・・・1975年沖縄で開催された「沖縄国際海洋博覧会（略称：沖縄海洋博など）」 
3回目・・・1985年筑波研究学園都市で開催された「国際科学技術博覧会（略称：科学万博）」 
4回目・・・1990年大阪鶴見緑地で開催された「国際花と緑の博覧会（略称︓花の万博、） 
5回目・・・2005 年愛知県で開催された「2005年日本国際博覧会（略称：愛知万博／愛称：愛・地球博）」 
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【編集後記】 
 
私事ですが、新年度になってから約 7 年ぶりに回復期リハビリテーション病棟に配属となりまし

た。久しぶりの回復期はまた新鮮で、若いセラピストも多く刺激的な毎日です。地域包括ケア病棟に

いたころは先輩が大勢いましたが、回復期リハ病棟は逆に後輩ばかりで今まで以上に指導する立場と

なりました。また勉強し直している状況ではありますが、後輩にいろいろ教えられるよう、さらに自

己研鑽をこれからも積み努力していきます。 
文責：山本 
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